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［目的］我々はヒトの半臆様筋臆に骨膜を被覆させた移植騰を作製して半
月板再建術を行い，比較的良好な臨床成績を得ている．しかし，その組織
学的効果は不明なため，家兎を用いた実験系を作製し，骨膜被覆が移植臆
に及ぼす影響を検討した．
［材料と方法】日本白色家兎12羽の両後肢（24肢）を用いた．両膝とも
に内側半月板を切除し，同部位に長li¥Jl:f申筋臆を移植して半月板を再建した．
右膝には長Ji¥l:伸筋腫をそのまま移植し（非骨膜群），左膝には長E止伸筋臆
に両膝骨近位部から採取した骨膜を巻き付けて移植した（骨膜群）．術後
2, 4, 8, 12週で各3羽ずつ屠殺し，腹大動脈より朱色墨汁とゼラチンを
混ぜた溶液を注入して血管鋳型を作製したその後，放射状に矢状断連続
切片標本（3μm厚）をMasson-trichrome染色にて作製し，肉眼的また組織
学的観察を行った．
［結果］肉眼的観察像は，術後2週において骨膜群では血管像が確認され
るが，非骨膜群ではほとんど見られなかった．形状に関しては骨膜群では
先端の先細り現象が見られたが，非骨膜群では再建術時とほぼ同じであっ
た．術後4週では両群ともに血管像の範囲の拡大が見られた．形状は両群
ともに半月板様に変化しており差は認められなくなった．術後8週以降は
両群ともに，血管像，形状は術後4週と同様であった．組織学的観察像は，
術後 2週において骨膜群では臆周囲の被覆部分に未分化細胞の浸潤が見
られた．非骨膜群では移植臆の変性像が目立っていた．術後4週において
骨膜群では被覆部分に内軟骨性骨化所見が見られ，先細り部位の先端部分
には滑膜様細胞が，またその内部には軟骨細胞が見られた．非骨膜群では
未分化細胞が出現し始めた．術後8週において骨膜群では移植臆内部にも
内軟骨性骨化が見られ，先細り部位には滑膜様細胞が集族していた．非骨
膜群では移植臆内部で内軟骨性骨化が散見された．術後 12週において骨
膜群では軟骨細胞が縦列化しており，一部に成熟した滑膜様細胞が見られ
た．非骨膜群では小型の軟骨細胞が散見される程度であり，軟骨細胞の縦
列化は見られなかった．
［考察】肉眼的観察像では骨膜群の方が早期に血管像が見られ，骨膜に
は移植膿への血管新生を促進する働きがあると考えられる．組織学的観察
像では術後2週において骨膜群に来分化細胞の浸潤が見られ，術後4遡で
軟骨内骨化が観察された．その後，少なくとも術後 12週までは骨膜群の
方が軟骨細胞の縦列化が見られており，早期に半月板様組織に変化すると
考えられる．また非骨膜群では，術後2週の時点で移植鵬の変性像が目立
ち，その後，臆組織が吸収・置換されていく過程の遅れや不全が生じてい
た．
以上のことから，移植腿に骨膜を被覆することで早期の血管新生が促進
され，また術後に生じる移植腫の変性が抑制されることにより半月板様の
組織変化が加速されたのではないかと推察される．
